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赤色防虫ネットを被覆・育苗したトマト苗はアザミウマ類に対する
密度抑制効果を示す

◯Takeshi Ohya1, Hirofumi Abe2, Nobuhiro Kanemitsu3, Hisayoshi Hirohashi2, Hiroshi Abe4 (1. ZEN-NOH, 2.
Nihon Widecloth Co.,Ltd., 3. Kyoritsu Densho Co., Ltd., 4. RIKEN BRC)
 
赤色防虫ネット「クロスレッド」は，コナジラミ類と比較してアザミウマ類に対して非常に高い防除効果を示す
が，その理由はこれまで不明であった．クロスレッドを被覆・育苗したトマト苗にプロヒドロジャスモン（
PDJ）を散布処理した場合，従来の白色防虫ネットにより被覆・育苗したトマト苗へ処理した場合と比較して
ジャスモン酸経路指標遺伝子の発現期間が長くなることが明らかとなった．演者らは，これまで PDJをトマト苗
に処理すると，植物がアザミウマ類に加害された場合と同様，ジャスモン酸経路による植物の防御反応が誘導さ
れ，アザミウマ類の密度抑制効果を示すことを報告している．このことから，クロスレッドで被覆・育苗したト
マト苗では，クロスレッドを透過・散乱することで到達する赤色光が照射されることにより，白色防虫ネット被
覆した苗と比較してジャスモン経路による防除反応が長く発現するようになり，その結果，高い防除効果を示す
と考えられた．


